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もちろん，実際の鋳物の型は，こんなに単純ではあ
りません。形状が複雑な鋳物を製造するには，木型を
分割し，組み合わせることが必要になります。多い場
合には10個を超える木型を組み合わせることもあり
ます。どのように分割するかを考えるのが当社の技
術，ノウハウになるのです。

■木型用の木材
型として使用する材料は木材に限るわけではありま
せん。作る数が数個程度であれば発泡スチロールを，
数百個であれば木材を，それ以上になると金属を使用
します。
木材のメリットは，たとえば表のように示されてい

ます1)。木型は家具と違って材料の風合いが求められ
ることはありません。最終製品になるわけでもありま
せん。加工しやすい，安価である，というのが木型屋
にとって良い木型用の材料なのです。これに加え，手
加工の場合には，加工が容易な適度な柔らかさを持つ
木材が望ましいと言えます。なお，高い精度が求めら
れる木型の場合，ケミカルウッドを用いることがあり
ます。ウッド，と名付けられていますが木材ではな
く，主にウレタン樹脂系からなる樹脂材料です。加工
後の変形が少ない，木目がないので表面性が良い，緻
密で仕上がりが綺麗など使い勝手の良い材料ですが，
木材の数倍の価格が大きなデメリットになります。

木型に用いられる木材として，姫小松，檜，杉，朴
（ほお）などが例示されています1)。当社では，以前
はベニマツの集成材を用いていましたが，２年くらい
前からユキマツ（別名，ヒマラヤスギ）の集成材に変
えました。また，量は多くはありませんが，シナ製材
を用いることもあります。ただ，製材は節や欠点を除
くなどの加工に手間がかかるため，現在はユキマツ集
成材を使うことが多くなっています。
目的の形状に加工した木型は表面をサンダーで仕上
げ，塗装をかけて完成となります。

■これから
現在，木型には0.5mm単位の加工精度が求められ
ます。このような要求に迅速に対応するためには高精
度な加工装置を備えることが必要になってきます。ま
た，木型を内製している鋳物屋さんは少なくありませ
ん。一方，3Dプリンターなど木型を使用しない加工
技術・装置が広がっています。このため，北海道内で
木型だけを作っている会社は20年前に比べると，1/3
以下に減っているように感じています。特に，従業員
を抱え，ある程度大きくやっている木型屋は，道内で
は当社を含め数社に限られてきています。
このような厳しい状況にはありますが，当社はNC
加工技術については，早期の設備導入に裏打ちされた
豊富な蓄積を持っています。もう一つの強みは，3次
元データの復元技術です。たとえば，鋳物屋さんでは
同じ木型を長く使うことがあります。1回の製作数は
少ないけれど，それが繰り返し何年も，時には20年
近く同じ製品を造り続けることがあります。その過程
の中で木型が劣化して，新しくする必要が出てきま
す。このような場合，当社では元の木型を3次元測定
機でスキャンして3次元データを取得し，それに基づ
きNC加工することができます。
今後，木型の需要が増える見通しは高くありませ
ん。そこで，当社が蓄積してきた木材加工技術を活か
せる分野を模索し，木製の看板，パークゴルフクラブ
のヘッド，店舗入口飾りなどを受注・加工する機会を
得てきました。これまで当社で使用している木材はベ
ニマツ，ユキマツといった外材が中心でしたが，北海
道産木材も試してみたいと考えています。

■参考文献
1)：西直見，平塚貞人：鋳造の本，日刊工業新聞社，
(2015)

（本稿は，(株)遠藤木型・遠藤社長のご説明をとり
　まとめたものです。写真のご提供をはじめ，ご協
　力いただいたことに深く感いたします。  編集部）

■はじめに
当社は1948年に創業し，70年以上，鋳物用木型
（以下，木型）を製造してきました。長らく，職人に
よる手作業で木型をつくってきましたが，2005年に5
軸NCを導入し，早い時期から機械による木型製造に
取り組んできました。また，2010年バンクーバー冬
季五輪リュージュ競技の日本代表そり製作グループへ
の参画，5軸NCやレーザー加工機，三次元測定機等
を駆使した店舗外装を始めとする建築部材の高次加
工，FRPや発泡スチロールといった木材以外の材料加
工など，加工の対象を木型以外にも広げ，多分野に展
開しています。
ここでは，木型が使われる鋳物および木型として使
う木材についてご紹介します。
　
■鋳物
鋳物とは，「金属，合金を溶融し，目的の形状をも
つ型（鋳型）の空洞に流し込んで凝固させた製品」
（平凡社世界大百科事典）です。身近な製品では，フ
ライパン，鉄瓶，マンホールの蓋，フェンスといった
ものが思いつきます。鋳物をつくる鋳造は紀元前から
行われている金属加工法で，鉄，アルミニウム合金，
銅合金，亜鉛合金，ニッケル合金，錫，銀など多くの
金属に適用できます。
当社では，ジンギスカン鍋，マンホールの蓋，，橋
の欄干などよく目にする製品の木型も製作しています
が，パイプやバルブをはじめとする工場や産業機械向
けの木型を多く手掛けています。これまでに製作した
木型の一例を図1に示します。
鋳物を造る原理を，卵形の鉄球製品（図2d）を例に
示すと，
① 製品と同じ形状の卵形の模型を木で作り（図2a），
② この木型を砂に押しつけて凹みを作り，
③ 砂を固めた後に木型を取り外し（図2b），
④ 上下を合わせて鋳型をつくり（図2c），
④ この空洞に溶融した金属を注ぎ（図2cの湯口から），
⑤ 金属が固まった後に砂を壊して鋳物を取り出す（図

2d），という工程になります。

いった経歴を持つ若いウダイカンバ，すなわちメジロ
カバが銘木市に送り出されていると考えられます。
前段で述べたように，マカバと言えば東大演習林が
有名です。同演習林は，国内の大学演習林として単独
では最大の面積を擁し，広大な天然林を抱えていま
す。大学職員の案内で林道を走って行くと，林内のと
ころどころに見るからに太いウダイカンバが垣間見ら
れます（写真3）。ここでは，大径木を数百本リスト
アップして管理しているそうです。その冬に伐採予定
の1本を見上げると･･･「キノコが出てますよ!」「な
～に，赤身（心材）は大丈夫だから（余裕の笑
い）」。マカバは，腐朽菌に侵されにくい心材の価値
が高く，しかも，立ち枯れてからのほうが材色が良く
なるとも言われています。長年にわたり観察を続けら
れるのも大学演習林ならではですが，木材としての価
値が高まる伐り時を待ち，見極める大学職員の経験・
技術には頭が下がります。
しかし，太いウダイカンバなら中身はマカバなのか
と言えば，そうとは限らないのが難しいところです。
伐る前にマカバかどうかを知る方法はないのかと，以
前から調べられて来ましたが1,2)，確実な決め手は発
表されていません。遺伝的な形質，生育環境などの研
究から，立派な心材ができる条件が解明できれば，マ
カバになる種苗や育成法も開発できそうですが，大学
職員からは「マカバが大量に作られて，価格が下がる
のも困る」と言われてしまいました。学問上の動機だ
けでは済まない問題もあるようです。いずれにせよ，
そういった研究成果が業界に反映されるのは数百年後
になるのかも知れません。
さて，ウダイカンバの植栽地が道内ところどころに

見られます。しかし，ウダイカンバの育林は，なかな
か難しく，苗はウサギに食べられ，害虫に葉を食べら
れ，断念する林業家は少なくないようです。また，ウ
ダイカンバは隣の木と枝が触れると，成長が鈍るようで
す3)。植栽密度を低く抑えるのは量的にはデメリット
ですし，除間伐に要する人手，コストも課題となりま
すが，量より質で高価値を得られるなら，ひとつの方
向性です。林産試験場では，人工林と二次林のウダイ
カンバの材質試験も手がけました4)。樹齢100年に満
たないウダイカンバは，当然の如く，心材率が直径比
50%にも満たないメジロカバです。それらの各種材質
は，天然林材を基準とした既知の値の範囲に収まります。
メジロカバでも素性の良い原木は，案外高値で買わ
れていきます。メジロカバの心材は真円形のものが多
く，ロータリー単板などに「白いカバ材」を求める業
者だけでなく，製材業者もマカバより安価なメジロカ
バに注目します。色合いが違うだけで，木材の基本的
な性質は変わりない上に，元々の材色が淡ければ，塗
装で望みどおりに揃えることができるので，大きなメ
リットとなります。昔は嫌がられた「源平（心辺材が
入って2色になっている材）」も，最近の若いユーザ
ーはあまり気にしないようです。

■参考文献
１）清水一：光珠内季報，105，pp. 1-5（1996）．
２）田中京子，長坂壽俊，松崎智徳：森林総合研究所
　　北海道支所研究レポート，36，pp. 1-2（1996）．
３）大野泰之：光珠内季報，129，pp. 6-10（2003）．
４）大崎久司：林産試験場報，543，pp. 18-28（2016）．

終活中の女性から，愛用してきた机天板の樹種を確
認したいとの相談があり，幅45cm，厚さ4cmの重厚
な板が届けられました。目立たないように小片を切り
取り，顕微鏡観察でカバノキ属と判定しました。木口
の年輪の曲率を基に直径60cm以上の原木から得られ
たと推定し，概算の材密度と色味に加え，富良野地域
で屋外作業に使われていた長さ数メートルの板から切
り分けられたとの情報から，ウダイカンバの材と判断
しました。北海道産広葉樹の花形とも言えるマカバで
す（本稿では，木材の流通名として「マカバ」「メジ
ロカバ」，樹木の標準和名として「ウダイカンバ」と
使い分けます）。原木立米単価数十万円も珍しくない
マカバの長尺材が，屋外で土木用具の敷板になってい
たことにも驚きますが，その木材がヘビーデューティ
に耐える強度を持つことが知られていた証とも言えま
す。
北海道産銘木には，この地に進出してきた和人が和
文化で賞用されてきた樹種に似た木材を見い出し，代
用品として使い始めたと考えられるものがあり，マカ
バも「カバザクラ」という紛らわしい商品名で売られ
ました。お花見を楽しむほうのサクラにも「蒲桜（カ
バザクラ）」という品種があり，木の名前にはしばし
ば混乱させられます。数百年を生きたウダイカンバの
心材は，渋好みの日本人が珍重したヤマザクラ材に似
て色が濃く，ち密な散孔材（木口面で見られる道管が
年輪内で一様に分布する広葉樹材）であることも共通
します。また，光沢のある外樹皮が地面に対し水平方
向に剥がれる特徴も似ています。とは言え，ウダイカ
ンバはカバノキ科カバノキ属，ヤマザクラはバラ科サ
クラ属の樹木で，全くの別物です。北海道には，本州
のヤマザクラと同属のエゾヤマザクラが自生し，この
木材も「サクラ」の名で銘木市に出品されますが，マ
カバに比べるとサクラの原木は細く，数量も少ない，
かといって貴重材とも言い難い，微妙な立場になって
います。幅広の材が取れる大径材の強みもあってマカ
バが評判を呼び，代替材から逆転したと思われます。
北海道産広葉樹の中でもタモやナラなどは外国産の
代替樹種があり，利用可能な資源が希少となっている
道産材を補填していますが，マカバを代替できる外国

産樹種はありません。色合いとしては北米産ブラック
チェリー（サクラの仲間です）が近いと言えなくもあ
りませんが，チェリー材は華やかなオレンジ色味が強
いのに対し，マカバは落ち着いた紫味を帯び，きめ細
やかで艶のある質感は置き換えがたい風情を持ってい
ます。
例年1月，年間で最も盛り上がる旭川銘木市初市の
目玉は，東京大学北海道演習林から出品されるマカバ
です（写真1）。ウダイカンバは，道内ではちょっと
山道に入るとよく見かける決して珍しくない樹種です
が，これが数百年の樹齢を経て立派な心材ができる
と，マカバと呼ばれて珍重されます。心材が占める割
合が大きく（直径比率で概ね85%以上），その色が均
一に濃いほど価値が高くなります。マカバになる前の
ウダイカンバ，あるいはマカバにならなかったウダイ
カンバはメジロカバ（写真2）と呼ばれます。筆者の
手元にある資料で最も古い1989年9月の銘木市では，
夏場の数字なので単純に比較はできませんが，マカバ
の出品が材積比で全体の7%に対しメジロカバは0.2%
だったものが，昨2020年の9月には，マカバは0.4%
に対しメジロカバが7.9%と，完全に入れ替わってい
ます。マカバの出品が多い1月でも，直近の2021年初
市では，マカバ2.2%に対し，メジロカバは13.6%
と，全体の4割を占めるナラに次いでメジロカバの出
品が多くなっています。ウダイカンバは山火事跡地な
どに一斉林を作ったり，明るいカラマツ植栽地に侵入
し，いつの間にか混交林になっていたりします。近年
の針葉樹人工林管理を中心とした施業の中から，そう

銘木市に見られる北海道産広葉樹材
（3）マカバ・メジロカバ
道総研林産試験場　佐　藤　真由美

写真1　東京大学演習林産のマカバ（2021年1月）
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行われている金属加工法で，鉄，アルミニウム合金，
銅合金，亜鉛合金，ニッケル合金，錫，銀など多くの
金属に適用できます。
当社では，ジンギスカン鍋，マンホールの蓋，，橋
の欄干などよく目にする製品の木型も製作しています
が，パイプやバルブをはじめとする工場や産業機械向
けの木型を多く手掛けています。これまでに製作した
木型の一例を図1に示します。
鋳物を造る原理を，卵形の鉄球製品（図2d）を例に

示すと，
① 製品と同じ形状の卵形の模型を木で作り（図2a），
② この木型を砂に押しつけて凹みを作り，
③ 砂を固めた後に木型を取り外し（図2b），
④ 上下を合わせて鋳型をつくり（図2c），
④ この空洞に溶融した金属を注ぎ（図2cの湯口から），
⑤ 金属が固まった後に砂を壊して鋳物を取り出す（図

2d），という工程になります。

いった経歴を持つ若いウダイカンバ，すなわちメジロ
カバが銘木市に送り出されていると考えられます。
前段で述べたように，マカバと言えば東大演習林が
有名です。同演習林は，国内の大学演習林として単独
では最大の面積を擁し，広大な天然林を抱えていま
す。大学職員の案内で林道を走って行くと，林内のと
ころどころに見るからに太いウダイカンバが垣間見ら
れます（写真3）。ここでは，大径木を数百本リスト
アップして管理しているそうです。その冬に伐採予定
の1本を見上げると･･･「キノコが出てますよ!」「な
～に，赤身（心材）は大丈夫だから（余裕の笑
い）」。マカバは，腐朽菌に侵されにくい心材の価値
が高く，しかも，立ち枯れてからのほうが材色が良く
なるとも言われています。長年にわたり観察を続けら
れるのも大学演習林ならではですが，木材としての価
値が高まる伐り時を待ち，見極める大学職員の経験・
技術には頭が下がります。
しかし，太いウダイカンバなら中身はマカバなのか
と言えば，そうとは限らないのが難しいところです。
伐る前にマカバかどうかを知る方法はないのかと，以
前から調べられて来ましたが1,2)，確実な決め手は発
表されていません。遺伝的な形質，生育環境などの研
究から，立派な心材ができる条件が解明できれば，マ
カバになる種苗や育成法も開発できそうですが，大学
職員からは「マカバが大量に作られて，価格が下がる
のも困る」と言われてしまいました。学問上の動機だ
けでは済まない問題もあるようです。いずれにせよ，
そういった研究成果が業界に反映されるのは数百年後
になるのかも知れません。
さて，ウダイカンバの植栽地が道内ところどころに

見られます。しかし，ウダイカンバの育林は，なかな
か難しく，苗はウサギに食べられ，害虫に葉を食べら
れ，断念する林業家は少なくないようです。また，ウ
ダイカンバは隣の木と枝が触れると，成長が鈍るようで
す3)。植栽密度を低く抑えるのは量的にはデメリット
ですし，除間伐に要する人手，コストも課題となりま
すが，量より質で高価値を得られるなら，ひとつの方
向性です。林産試験場では，人工林と二次林のウダイ
カンバの材質試験も手がけました4)。樹齢100年に満
たないウダイカンバは，当然の如く，心材率が直径比
50%にも満たないメジロカバです。それらの各種材質
は，天然林材を基準とした既知の値の範囲に収まります。
メジロカバでも素性の良い原木は，案外高値で買わ
れていきます。メジロカバの心材は真円形のものが多
く，ロータリー単板などに「白いカバ材」を求める業
者だけでなく，製材業者もマカバより安価なメジロカ
バに注目します。色合いが違うだけで，木材の基本的
な性質は変わりない上に，元々の材色が淡ければ，塗
装で望みどおりに揃えることができるので，大きなメ
リットとなります。昔は嫌がられた「源平（心辺材が
入って2色になっている材）」も，最近の若いユーザ
ーはあまり気にしないようです。
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終活中の女性から，愛用してきた机天板の樹種を確
認したいとの相談があり，幅45cm，厚さ4cmの重厚
な板が届けられました。目立たないように小片を切り
取り，顕微鏡観察でカバノキ属と判定しました。木口
の年輪の曲率を基に直径60cm以上の原木から得られ
たと推定し，概算の材密度と色味に加え，富良野地域
で屋外作業に使われていた長さ数メートルの板から切
り分けられたとの情報から，ウダイカンバの材と判断
しました。北海道産広葉樹の花形とも言えるマカバで
す（本稿では，木材の流通名として「マカバ」「メジ
ロカバ」，樹木の標準和名として「ウダイカンバ」と
使い分けます）。原木立米単価数十万円も珍しくない
マカバの長尺材が，屋外で土木用具の敷板になってい
たことにも驚きますが，その木材がヘビーデューティ
に耐える強度を持つことが知られていた証とも言えま
す。
北海道産銘木には，この地に進出してきた和人が和
文化で賞用されてきた樹種に似た木材を見い出し，代
用品として使い始めたと考えられるものがあり，マカ
バも「カバザクラ」という紛らわしい商品名で売られ
ました。お花見を楽しむほうのサクラにも「蒲桜（カ
バザクラ）」という品種があり，木の名前にはしばし
ば混乱させられます。数百年を生きたウダイカンバの
心材は，渋好みの日本人が珍重したヤマザクラ材に似
て色が濃く，ち密な散孔材（木口面で見られる道管が
年輪内で一様に分布する広葉樹材）であることも共通
します。また，光沢のある外樹皮が地面に対し水平方
向に剥がれる特徴も似ています。とは言え，ウダイカ
ンバはカバノキ科カバノキ属，ヤマザクラはバラ科サ
クラ属の樹木で，全くの別物です。北海道には，本州
のヤマザクラと同属のエゾヤマザクラが自生し，この
木材も「サクラ」の名で銘木市に出品されますが，マ
カバに比べるとサクラの原木は細く，数量も少ない，
かといって貴重材とも言い難い，微妙な立場になって
います。幅広の材が取れる大径材の強みもあってマカ
バが評判を呼び，代替材から逆転したと思われます。
北海道産広葉樹の中でもタモやナラなどは外国産の
代替樹種があり，利用可能な資源が希少となっている
道産材を補填していますが，マカバを代替できる外国

産樹種はありません。色合いとしては北米産ブラック
チェリー（サクラの仲間です）が近いと言えなくもあ
りませんが，チェリー材は華やかなオレンジ色味が強
いのに対し，マカバは落ち着いた紫味を帯び，きめ細
やかで艶のある質感は置き換えがたい風情を持ってい
ます。
例年1月，年間で最も盛り上がる旭川銘木市初市の
目玉は，東京大学北海道演習林から出品されるマカバ
です（写真1）。ウダイカンバは，道内ではちょっと
山道に入るとよく見かける決して珍しくない樹種です
が，これが数百年の樹齢を経て立派な心材ができる
と，マカバと呼ばれて珍重されます。心材が占める割
合が大きく（直径比率で概ね85%以上），その色が均
一に濃いほど価値が高くなります。マカバになる前の
ウダイカンバ，あるいはマカバにならなかったウダイ
カンバはメジロカバ（写真2）と呼ばれます。筆者の
手元にある資料で最も古い1989年9月の銘木市では，
夏場の数字なので単純に比較はできませんが，マカバ
の出品が材積比で全体の7%に対しメジロカバは0.2%
だったものが，昨2020年の9月には，マカバは0.4%
に対しメジロカバが7.9%と，完全に入れ替わってい
ます。マカバの出品が多い1月でも，直近の2021年初
市では，マカバ2.2%に対し，メジロカバは13.6%
と，全体の4割を占めるナラに次いでメジロカバの出
品が多くなっています。ウダイカンバは山火事跡地な
どに一斉林を作ったり，明るいカラマツ植栽地に侵入
し，いつの間にか混交林になっていたりします。近年
の針葉樹人工林管理を中心とした施業の中から，そう

写真2　メジロカバ（2021年1月） 写真3　東京大学演習林のウダイカンバ(2012年9月)


